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高畠町の課題の整理と仮説設定  

課題の整理 

•「リーダー経営人財育成塾」を通じて、自社の経営
課題と町の未来を掛け合わせた素晴らしい事業構
想（ビジョン）を描いている。

•新しい事業構想は前例がないことが多く様々な課
題がある。

•町との継続的なつながりや既存のサポート制度は
あるものの、経営者の個別具体的な状況に深く入
り込めていない。

地域の経営者が描いたビジョンを実現するための伴走サポート 
など 

ビジョンを持った経営者が具体的な
取り組みに踏み出すための伴走支援が必要
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事業概要とyori-iとの連携体制  

など 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事業概要  yori-iとの連携体制 

高畠町のリーダー経営人財

育成塾修了生や起業志望者

をメインに、構想を「実装」

へ導く伴走支援事業 です。

ビジョンはあるが具体的な

一歩に悩む経営者と対話を

重ね、個別の課題に応じた

実行策を提案。

単なる相談役を超え、事業化のプロセスを共に歩む

パートナーとして、町の未来を拓く挑戦を形 にしていく。

高畠町（プラットフォーム）

「日本一人を育てるまち」を掲げ、リーダー経営人財育成塾

などの学びと挑戦の場を提供。意欲ある経営者や起業家

が、自社と地域の未来を描くための土台となる貴重な育成

機会を創出している。

PCO 齋藤浩一  氏（高畠町商工観光課）  
町内の経営者とyori-i projectを繋ぐの役割を担います。

リーダー経営人財育成塾でも町の経営者に寄り添い、支援

が必要な経営者をサポートしています。

yori-i project（具体化・伴走支援）  
経営者との対話を通じて、ビジョン実現を阻む漠然とした悩

みや課題をヒアリングし、具体的なステップや支援に取り組

みます。



事業成果（CO→PCO）

〜〜〜〜〜

・PCOと町の事業者の
　サポート体制の目線
　合わせ

・三事業者への具体的な
　サポートプランの策定
　し、9つの支援策を提案

・BM連携提案

〜〜〜〜〜

アウトプット (結果) アウトカム (成果)
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取り組んだ業務

〜〜〜〜〜

経営課題が、面談を通じて言語化
され、第三者（ yori-i）と共有するこ
とで客観的な「解決すべきタスク」
へと整理された。

具体的なサポートプランが提示さ
れたことで、「一歩進める」という
感覚を持ってもらえた。

〜〜〜〜〜

（コーディネーター側）

・経営者との対話を通じて、経営
者の頭の中にある漠然とした悩
みや構想を言語化・構造化

・目指すべき姿とのギャップを分
解し、具体的なマイルストーンと
行動計画へ落とし込み。

・ビジネスとしての可能性を　客
観的に検証、提案。

・BMとのマッチング



有機メガファームを⽬指す農家さんへの⽀援策



課題と⽬標：収益安定化と⼈材確保



⾼齢者の居場所づくり（⾼齢者向けシェアハウス）を⽬指す町の便利屋さんへの⽀援策

事業化伴⾛⽀援

新規事業（シェアハウス）の計画策定とスケ
ジュール管理をメンタリング。SNS活⽤など

のPR戦略も⽀援。

DX推進

顧客管理‧カレンダーツール導⼊など、本業
のデジタル化を推進し、新規事業へ注⼒する

ためのリソースを創出。

専⾨家連携

運営リスク（介護保険‧法律等）に関する事
例調査や、専⾨家へのヒアリングをコーディ

ネート。



構想と課題：新規事業と業務効率化

新規事業構想

本業の課題と⽀援ニーズ

空き家を活⽤した「⾼齢者向けシェアハウス」を開設（2026年オープン⽬標）。代表は奥様。

⾼齢者の孤独感を解消するコミュニティ創出が⽬的。

本業（便利屋）の顧客管理とスケジュール共有がアナログであり、業務効率化が急務。

事業計画の策定および、運営上の課題（要介護移⾏時の対応など）に関する専⾨家の知⾒が必要。

▶

▶

▶

▶



事業成果（PCO→事業全体）

〜〜〜〜〜

町の事業者との面談
9回

継続的にサポートを
希望する事業者

3事業者

〜〜〜〜〜

アウトプット (結果) アウトカム (成果)
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取り組んだ業務

〜〜〜〜〜

・構想はあるが動けない」経営者

が、具体的な一歩を踏み出し始め

た。

・行政支援が「窓口対応」で終わら

ず、傾聴→課題整理→資源接続

までを一気通貫で行う「伴走の型」

が見え始めた。

〜〜〜〜〜

（高畠町 /PCO）

・プラットフォーム事業での「リー
ダー経営人財育成塾」で地域の
事業者さんに伴走サポート

・関係者との日程調整

・各事業者へのサポート体制の
目線合わせ

・BMとの継続的な関係づくり



事業総括

■コーディネーター視点での評価・気づき

■今後の展開・次に繋がる動き

・高畠町からビジョンを持った経営者 がたくさん生まれている。
・経営者は目の前の業務に追われ、多忙による「ビジョン」と「実装」の分断が起きている。
　業務効率化などを通じて、町の経営者に余白を作る支援 が必要。
・齋藤氏が既に町の経営者の相談相手として信頼されていたので、関係構築がスムーズに進んだ。
結論：高畠町の取り組みはすごい。

現在継続的に支援させていただいている三事業者の展開
・有機メガファーム実現の第一歩として里芋のブランディング
・町の高齢者の居場所作りのため、高齢者シェアハウスを具体的なスケジュールのもと
　進めるサポート。
・亀岡文殊を学問成就だけでなく、老若男女問わず生きる知恵を授ける場所に転換し
　観光振興に繋げる

それぞれの事業者様のサポートを高畠町様と進め、自走できる仕組みに落とし込む。
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